
　私がキリスト教に興味をもったのは、三浦綾子の塩狩峠を読んだのが始まりです。夜中に読み始め徹夜をし、次の日高校をさぼって最後まで読んだことを憶えています。正義感が強かった当時の私は、他人のために自分を犠牲にできる人になりたいと思いました。
　聖書との出会いは、大学三年生でした。二年間付き合った人と別れ、教会に駆け込みました。告悔室で泣きながら、神父さんに二時間以上も話を聞いていただきました。その後、日曜礼拝にも参加しました。旧約聖書三章と新約聖書一章を毎日読み続けると、一年間で全て読み通すことができると教えていただき聖書を手渡されました。
　教会に五か月ぐらい通い洗礼の話が出そうになったころ、私は日曜礼拝に行かなくなりました。失恋の痛手から大学には通わず、バイトをしていました。バイトが深夜遅いので日曜礼拝に行くことができないというのは言い訳で、本当の理由は、クリスチャンとして生きていく自信がなかったからです。それ以来、聖書からは遠ざかっていました。
　三年前に定年退職した私は、ある日ふと聖書を読み通してみたいという衝動にかられました。聖書は、世界一のベストセラーだと聞いたことがありました。宗教の本としてではなく、西洋の歴史の本として興味がありました。毎日五章ずつ読むことを日課として、一章読む毎に要点をノートに書き出しました。
　旧約聖書の印象は、争いが絶えないということでした。現在も中東では戦争が続いているので、さもありなんという感じでした。
　新約聖書は、イエスの行いや言葉が示されていて興味深く読むことができました。イエスが行った数々の奇跡には信じがたい面もありましたが、驚かされることも多かったです。キリスト教の教義について読み取ることは難しかったので、三浦綾子の「新約聖書入門」を一緒に読むことで、理解が深まりました。
　新約聖書の中で一番心に響いたのは、マタイの福音書第六章の、「施しをするとき、右の手のしていることを左の手に知られないようにしなさい」という言葉でした。私が善い行いをしたならば、周りの人に褒めてほしいと考えます。マラソン大会では、苦しい表情をしながらこんなに頑張っているんだぞと、称賛してもらおうとします。これでは、衆目を集めるために広場で祈る偽善者と一緒です。
　一方、第二十章の、夕方一時間だけ働いた人に朝から働いている人と同じ賃金を支払った葡萄園の主人には、疑問を感じました。きっと私も、文句を言うことでしょう。しかし、天国の話なので、絶望せずにひたすら雇い主を待ち続けた労働者の方が、神に対する信仰心が篤いので祝福されたのだと推察しました。
[bookmark: _GoBack]　聖書を読み終えれば自分が変わるような気がしましたが、利己的な自分は何ら変わりませんでした。でも、聖書を読んだことでイエスから贈られたいくつかの言葉は、私の血となり肉となり生き続けると信じています。
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